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シャローム若葉 各サービス空き情報 

訪問介護 （月）〇 （火）〇 （水）〇 （木）〇 （金）〇 

ご希望に副える様対応させていただきます。 
虹の家 現在、満床ではありますが、本入居の為には入居受付が必要

となります。随時受け付けておりますので、ご連絡下さい。 

デイ 空きがあります。お住いや曜日によって条件が異なりますので、ご相談頂ければ対応させて頂きます。 

月（△） 火（〇） 水（〇） 木（△） 金（〇） 入浴についてはお問合せ下さいますようお願い致します。 

地域と福祉のあんしん懸け橋 

自分の色 
 人生は 自分の色を 探す旅 

この川柳は、昨年の年末に 95 歳の長寿を全うして

眠りについた母の川柳です。この川柳がどのような評

価に値するのか私には分かりませんが、母の自分の色

はどんな色だったのだろうと思いました。6 人の子を

育てた母は 50 歳で夫である父と死別し、その後 45

年、父が立ち上げた事業を引き継ぎ、今、兄の息子が

その事業を継承しています。事業運営の中で出会いが

あり、思わぬ経験をもしてきた母でした。その母は自

分の色を探し当てることができたのだろうか、そして

探し当てたとすれば、それはどんな色だったのだろう

と子供として思うのです。母が探し当てた色がどのよ

うな色だったかはともかくも、確かに私たちの人生

は、自分の色を探す旅と言えるのかもしれません。 

母の母、私の祖母はユーモアに富んだ人でした。祖

母は自分の子供の時の話をよくしてくれましたが、今

でも覚えている話があります。祖母は祖母の父から

「お前はお猿さんに似てるぞ」とよく言われたそうで

す。猿を見たことのなかった祖母は、鏡に映った自分

の顔を見て、「あっそうか、お猿さんは、こういう顔

いのちを敬い いのちを愛し いのちに仕えることによって 神の愛の実現に奉仕する 
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をしているんだ。」と感心したというのです。その優

しい口調や鏡を見ている祖母の姿が目に浮かび、子供

だった私は、おかしくてお腹を抱えて笑い転げたこと

を覚えています。ことほど左様に祖母は優しくユーモ

アで孫の私を相手にしてくれましたが、さしずめ、こ

の祖母の色は、私にとっては、あたたかくやさしい色

です。私もこんな色を自分の色にしたいと思います。 

ところで、シャローム若葉はどんな色を目指すかご

存じですか。それは「いのちを敬い、いのちを愛し、

いのちに仕えることによって、神の愛の実現に奉仕す

る」という法人の理念に基づいた、あたたかな色で

す。そして安心できる色です。そのあたたかく、安心

できる色をイメージして、これ 

からもシャローム若葉は皆さま 

の必要に答える働きを進めたい 

と考えています。 

 

シャローム若葉広報誌 「こんにちは」 2020 年 3 月号 編集・発行 広報委員会 

【編集後記】「新型コロナウイルス」毎日必ず目にして口に出す言葉になってしまいました。 

学校は休校、色々なイベントなども中止、いい話ではないですよね。実際、子供たちも行き場もなくかわいそうな思い

をしています。でもこんな時だからこそ出来る事探したらたくさんあると思います。何かに挑戦するチャンスかも!! （Ｙ） 
社会福祉法人三育ライフ 

理事長 東海林 正樹 

コロナウィルス対策で外出を
なるべく控えるようにというア
ナウンスがありますが、買い物
などどうしても出かけなくては
ならない時があります。スーパ
ーなどで籠やお金に手が触れ
るのが心配な場合は、プラス
チックグローブ着用をお奨めし
ます。簡易で安全！ 

新型コロナウィルス感染症については未知の部分も多く混乱
を招いています。インフルエンザもまだ流行しています。 花粉
症もつらい季節です。自らを守るためにも、まずは一人一人が
出来る対策「うつらない・うつさない」を心掛けましょう。 
○こまめなうがい手洗い 

しわ、指の間を念入りに。拭き取りは清潔なもので。 
○正しいマスク装着 

隙間なく、鼻、口を覆いましょう。 
○普段からの健康管理 
 良く寝て体を休め、十分な栄養を摂り、規則正しい生活。 
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三育ライフ介護３原則 １．知識に基づく「正確」な介護 ２．愛の心からの「誠実」な介護 ３．健康な精神で「清潔」な介護 いつでも見学できます。いつでもご相談下さい。 シャローム（shalom）とはヘブライ語で平和、平安を意味します。 

介護保険２０年の歩みと今後の改正案について（前編） 介護保険２０年の歩みと今後の改正案について（後編） 

これまでの介護保険 ～今日までの改定～ 
介護保険はこれまで５度に渡る大きな改正が行われており、

この改正以外にも消費税増税の際には介護報酬が改定される等

行われています。また「長期計画を順繰りに改正する」といっ

た形ではなく、「運用しながら改善・改正を目指す」と言った

形式で改正されて今日に至っています。 

以下の表にもあります通り、平成 18 年の地域包括支援セン

ター（千葉市はあんしんケアセンター名義）創設、地域密着事

業の創設等、改正された内容は全介護保険事業者に大きく関わ

ってきました。 

その他に掲げられている事項としては「地域包括ケアシステ

ムの～」という一文です。 

所謂「団塊世代」と言われる方々が 75 歳以上となる 2025 年

を目処に厚生労働省が掲げている地域ケアの一つで、ご高齢者

が住み慣れた「地域」で自分らしい生活を住まい、医療、介

護、保健福祉等が一体的・「包括」的にサービスを提供される

「ケアシステム」を言います。 

２０００年４月から始まった介護保険制度は２０２０年３月末日で丸２０年を迎えます。そして来年２０
２１年には厚生労働省の社会保障審議会（介護保険部会）において報酬改定が行われ、来年４月からはま
た新しい介護報酬の中でサービス提供がなされます。 
今回は２０年の介護保険の振り返りと２１年改定に向けた厚労省にて行われる会議における検討事項をご

紹介したいと思います。皆様はどう思われますでしょうか？ 

また近年の改定では皆様にご負担をおかけする事になっている「利用者負担の見直し」が続けざまに行わ

れており、当初１割のみだった自己負担も現在は収入に応じて１～３割の自己負担金をお願いしています。 

最後にもう一点だけ挙げますと、実は平成 21 年の頃には「介護人材不足」が挙げられておりましたが、

現状としてもほとんど変わりはありません。介護職員の不足に関しては、もっと根本から解決しなくてはな

らないのかも知れません。 

地域包括ケアシステムのイメージ図 

これからの介護保険 ～改定にむけた基本方針と検討事項（一部抜粋）～ 

２月末日現在では、介護保険制度改定の基本指針は正式決定をしておらず、下の表は現時点での案が掲載

されています。この案と言うのは介護保険部会の「介護保険制度の見直しに関する意見」を踏まえた上で作

成されており、表を見ますと今後長期的に介護保険制度が継続できる体制を整える事、介護予防の重要性、

業務の効率化等を基本的な方針に入れている事がわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本指針に沿った形で詳細な内容を作成し、さらに各事業（通所介護や訪問介護等）に落とし込まれてい

く事で介護保険制度及び介護報酬の改正が行われます。 

また昨年 10 月に消費税増税がなされた事もあり、ご利用者の負担が増すような改定は行われない方針であ

る様なのですが、これは先送りという事であって、今後議題に登る可能性は十分にあります。 

一抹の不安を言えば、以前の「こんにちは（※）」でも書かせて頂いたのですが、加算を付ける代わりに

基本単価を下げて事務作業等を増やす改正になると介護職員の業務量がまた増える可能性が・・・。 

（※平成 29 年 12 月号～平成 30 年 3 月号をご参照下さい。ＨＰでもご覧になれます） 

 

最後に、以前検討された「先送りされた課題の一部」をご紹介させて頂きます。 

 

１、ケアマネジャーとケアプランに関する事項 
（ⅰ）ケアプラン作成における自己負担金（ⅱ）ケアマネジャーへの処遇改善（ⅲ）管理者要件の経過措置 

現在はケアマネジャーがご利用者負担金無しで作成しております「居宅サービス計画書（ケアプラン）」に

おいて、今後自己負担金をご請求するかどうかという事を検討。（＝大抵の人は自己負担額増） 

 

２、利用者の自己負担の更なる見直し 
現状の１割～３割の自己負担はそのままで、２割や３割になる判定要件を引き下げる（実質１割の方が減

る）事を検討。（＝自己負担額増の可能性あり） 

 

３、軽度要介護者（要介護１～２相当）の訪問介護及び通所介護のサービス提供について 
軽度要介護者のサービスの一部を介護保険から地域支援事業へ移行する事が検討されます。訪問介護では生

活援助（調理や掃除等）のサービスは地域支援事業に移行され介護給付の引き下げを検討。 

 

今後同審議会は介護事業別の報酬単価等について検討していき、来年４月に向けて取りまとめ公示され、

新しい報酬単価にてサービス提供をスタートする事となります。 

検討事項においては財務省からの「提案」もあり、提案された全ての事項が決定される訳ではありません

が、より良い介護保険へと成熟されていくように、私達も今後の審議会を注視していきたいと思います。 

改正年度 基本的視点（もしくは概要）  主な内容

平成18年
（2006年）

「制度の持続可能性」

「明るく活力のある超高齢社会の構築」

「社会保障の総合化」

・予防重視型システムへの転換（要支援１、２の新設）
・地域包括支援センター（千葉市は「あんしんケアセンター」）の創設
・地域密着型サービスの創設（認知症対応型通所介護等の新設）
・介護サービス情報の公表等

平成21年
（2009年）

「介護サービス事業者の法令遵守」
・介護サービス事業者の業務管理体制の整備
・介護サービス事業者への立ち入り検査
・不正事業者への処分逃れ対策等

平成24年
（2012年）

　　「医療と介護の連携の強化」

「介護人材の確保とサービスの質の向上」

 　　「高齢者の住まいの整備」等

・医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが連携した包括的な支援（地域
  包括ケア）を推進
・介護福祉士や一定の教育を受けた介護職員等による痰の吸引等の実施が可能に
・複合型サービスの創設（小規模多機能型居宅介護と訪問看護）
・サービス付き高齢者向け住宅の創設

平成27年
（2015年）

「地域包括ケアシステムの構築」

「費用負担の公平化」

・地域支援事業の充実
・特別養護老人ホームの新規入所者を、原則、要介護３以上に重点化
・低所得者の保険料の軽減割合を拡大
・一定以上の所得のある利用者の自己負担を引上げ（１割→１割or２割）

平成30年
（2018年）

「地域包括ケアシステムの深化・推進」

「介護保険制度の持続可能性の確保」

・保険者機能の強化と自立支援・重度化防止
・医療・介護の連携推進（介護医療院の創設）
・障害児者との同一サービスの提供を可能にする共生型サービスの位置づけ
・利用者負担の見直し（1割or2割→1割～3割）

表１　これまでの介護保険制度の改正内容（厚生労働省資料より一部抜粋・編集）

改正年度 基本指針（案）  主な内容

表２　2021年改正の介護保険制度の基本指針（案）（厚生労働省資料より一部抜粋・編集）

令和３年
（2021年）

「2025,2040年を見据えた
サービス基盤・人的基盤の整備」

「地域共生社会の実現」

「介護予防・健康づくり施策の
充実・推進」

「有料老人ホームとサービス付き
高齢者住宅に係る都道府県・市町村間の

情報連携の強化」

「認知症施策推進大綱等を踏まえた認知症
施策の推進」

「地域包括ケアシステムを支える
介護人材確保及び業務効率化の

取組の強化」

○2025・2040年を見据え、地域ごとの推計人口等から導かれる介護需要等を

　踏まえて計画を策定

○地域共生社会の実現に向けた考え方や取組について記載

○総合事業の対象者や単価の弾力化を踏まえて計画を策定

〇保険者機能強化推進交付金等を活用した施策の充実・推進について記載

〇住宅型有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅の設置状況を記載

○認知症施策推進大綱等を踏まえ、「共生」と「予防」を車の両輪とした認知症

　施策の推進について５つの柱に基づき記載

○介護職員に加え、介護分野で働く専門職を含めた介護人材の確保の必要性につ

　いて記載

〇介護現場における業務仕分けやロボット・ICTの活用、元気高齢者の参入による

　業務改善など、介護現場革新の具体的な方策を記載


